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1．Pulmonary tumor thrombotic microangiopathy
（PTTM）様組織変化を示した胃癌肺転移の 1 例
（1八千代医療センター卒後臨床研修センター，
2病理診断科，3呼吸器外科，4消化器・一般外科，
5脳神経内科，6画像診断・核医学科）
○原田桜子1・◎山本智子2・神崎正人3・
山本雅一4・北川一夫5・坂井修二6・長嶋洋治2　
　〔はじめに〕Pulmonarytumorthromboticmicroangi-
opathy（PTTM）は，肺転移した癌細胞由来の液性因子
により，肺血管に内膜肥厚，内腔狭小化が生じ，急性肺
高血圧や呼吸不全を呈する病態である．今回は，転移巣
周囲にPTTM様変化を生じた胃癌症例を提示する．〔症
例〕50歳代の男性．胃癌に対し，（X－2）年 11月に胃亜
全摘を施行された（pT3N0MX）．X年 4月のCTで右肺
上葉結節影を認め，呼吸器外科へ紹介となった．CT上，
右肺S3内側に 13×12×10mm大の，不整形充実性結節
を認めた．原発または転移性肺癌を疑われ，X年 8月に
右肺上葉切除が施行された．〔病理学的所見〕切除肺には
灰白色充実性腫瘍を認めた．組織学的には，低分化腺癌
で，既往標本との組織所見が一致したため，胃癌転移と
診断した．周囲肺血管には，内膜肥厚や癌細胞を含む血
栓性閉塞が見られた．癌細胞は tissuefactor（TF）陽性
で，PTTM様変化をきたしていると考えた．〔考案〕
PTTMは急激な経過を取る致死的な病態で，胃癌の転移
例に多い．胃癌患者で，急性呼吸不全症状を見た際は鑑
別に含めるべきである．報告の多くは病理解剖例で，生
前診断例は少ない．発生には，癌に由来する vascular
endothelialgrowthfactor（VEGF）やTFが関与する．
本症例でも癌細胞でTFの発現を確認した．本症例では，
PTTM様所見が転移近傍で見られたため，今後広範な
PTTMの発症が憂慮される．臨床経過には細心の注意を
払う必要がある．
2．反復する誤嚥性肺炎の精査で過去の気管切開に関
連すると考えられた気管食道瘻の 1 例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，
2麻酔科，3形成外科，4外科） ○横山智穂1・
◎岡村圭子2・西山圭子2・市川順子2・
小髙光晴2・中尾　崇3・島川　武4・小森万希子2　
　〔背景〕気管食道瘻は食道癌など悪性腫瘍の合併症の1
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